
 
すまいるホーム職員全体研修 

認知症ケアの変遷 
 

平成 29年 3月 23日に開催されたすまいるホーム職員全体（約 60 名）研修の様子です。 
今回は、1984 年に岡山県で作られた日本で初めての認知症専門病院「きのこエスポアール病院」の認知症ケ
アの変遷を生々しい映像で感じ、日ごろのケアを振り返る研修でした。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 
・４０年前から見ると、病気や認知症高齢者に対する関わり方に少し人らしさが見えるようになってはいる。 
もし、自分があの時代の入居者だったら・・・自分があの時代の介護士だったら・・・どう対応するだろうかと考え
た。その人らしさを大切にしていきたい、痛みのわかる人でありたい、プライバシー、マナー、人間らしさをもっ
て支援・引き出し・生きがいを感じる・お互いに歩める時代に向かっていきたいと思います。 
 
・介護保険制度改革には、先人の苦労とご利用者の負担があったことを学んだ。 
介護サービスには、100％これで良いというものはない。ご利用者のQOLが少しでも向上できるよう努力して
いきたい。 
 
・原点である入居者様は、ここでの暮らしをどう思っているのかを考える。 
４つの能力（感性・想像・創造・共感）を持ち、入居者様の思いに気づこうと向かい合わなければならない。そう
することで、自分に向き合おうとする職員の思いに気づいて頂けると思います。 
拘束のないケア、入居者様中心のケア、心の安まる場所だと思って頂けるようなケアを職員一同行っていか
なければならない。 
 
・80 年代頃の DVDは内容も今のケアとはかけ離れており、業務中心。 
スタッフの都合でのサービスといった感じであったが、その後、利用者様に対して、人 対 人との考え方に変
化が見られた。認知症だから何もわからない。花や冷蔵庫は置かない等、人として扱っていない場面もあった
が、少しずつ試行錯誤しながら改善されており、日々変化していく様子をしっかりと受け止めて勉強していか
なければと感じました。 
 
・80 年代があったから、今がある事に改めて気づきました。ケアを振り返り、反省し、次の方法を考え、チャレン
ジしていく事が次の世代に繋がると思います。 
何事も諦めずにやり遂げる事が大事だと感じました。 


